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木
街
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
「斉
衡
四
年
三
条

戊

戊

□

名

□
正
倉
帳

斉
衡
四
年
は
二
月
二

一
日
に
天
安
と

改
元
さ
れ
、
改
元
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
西

三
条
第
の
主
、
藤
原
良
相
が
右
大
臣
と

な
っ
て
い
る
。
正
倉
に
つ
い
て
は
、
六

町
に
北
接
し
て
穀
倉
院
が
、
東
隣
に
は

右
京
職
が
所
在
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ら
官
行
施
設
と
の
関
連
が
う
か
が
え
る

が
、
こ
の
地
は
西
三
条
第
の
推
定
地
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
係
す
る
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。
な
お
、
「正
倉
帳
」
は

『延
喜
式
』
に
は
み
え
ず
、
「戊

戊
」
は
斉
衡
四
年
の
干
支
丁
丑
に
は
合
致
し
な
い
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
京
都
産
業
大
学
の
井
上
満
郎
氏
、
京
都
大
学

の
西
山
良
平
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

①
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

『平
安
京
右
京
三
条

一
坊
三

・
六

・
七
町

跡
』
（京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
発
掘
調
査
概
報
二
〇
〇
一
十
五
、
二
〇
〇
二
年
）

（山
口
　
真
）

奈
良
市
枚
育
委
員
会

『平
城
京
跡
出
土
墨
書
土
器
資
料
』
Ｉ
の
刊
行

平
城
京
跡
の
発
掘
調
査
は
、
現
在
、
奈
良
文
化
財
研
究
所

。
奈
良
県
立

橿
原
考
古
学
研
究
所

・
奈
良
市
教
育
委
員
会

・
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会

で
分
担
し
て
実
施
し
て
い
る
。
本
書
は
、
奈
良
市
教
育
委
員
会
が
担
当
し

た
奈
良
市
域
の
平
城
京
跡
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
古
代
の
墨
書
土
器
の

資
料
集
で
あ
る
。　
一
九
七
九
年
度
か
ら

一
九
九
九
年
度
ま
で
の
二

一
年
間

の
調
査
を
対
象
と
し
、
平
城
京
跡
八
五
三
点
、
東
市
跡
推
定
地

一
〇
九
点
、

大
安
寺
旧
境
内

一
三
五
点
、
元
興
寺
旧
境
内
人
点
、
菅
原
寺
旧
境
内

一
点
、

総
計

一
一
〇
六
点
の
デ
ー
タ
の
概
要
を
収
録
し
、
主
要
な
も
の
の
実
測
図

と
写
真
を
掲
載
す
る
。

平
城
宮
跡
の
墨
書
土
器
に
つ
い
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
か
ら
継
続

的
な
刊
行
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
平
城
京
跡
の
墨
書
土
器
の
集
成
は
こ

れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
個
々
の
報
告
書
で
し
か
見
ら
れ
な
か

っ
た
資
料
を
多
数
の
未
報
告
資
料
と
と
も
に

一
覧
で
き
て
便
利
で
あ
り
、

宮
内
と
は
異
な
る
都
城
の
墨
書
土
器
の
様
相
を
槻
観
で
き
る
貴
重
な
資
料

集
と
な
っ
て
い
る
。
平
城
京
跡
の
調
査
成
果
の
基
礎
資
料
集
と
し
て
、
今

回
の
刊
行
の
意
義
は
大
き
い
。

第

一
分
冊
Ａ
四
版
五
二
頁
、
二
〇
〇
二
年
三
月
刊

第
二
分
冊
Ａ
四
版
本
文

一
二
頁

。
図
版
人
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。
写
真
図
版
入
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一
一

〇
〇
二
年

一
一
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刊
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